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( 18 ) 
本出:受容の原員.0について -181ー



































( 19 ) 
-182- 社会福祉学
我が国lζ於ける非指示的カランセリングの代表者である友田氏は， カウンセザングの基本原則を端





2考え方，および ‘クラ イエ ント一般"に対する基本的見解，が，カウンセラー自身によって撰択され




























本出 :受容の原則ICついて - 1回一
が，現実合理的に実行される迄の段階的発達に耐えなければならない。そこで私が任意にあげた制限
項目lζついて説明を加えておきたい。





(b) 法律的制限 乙れは行為的制限と重複する面があるが，相互に相手方の生命，財産， 身分等
の権手ljを侵害することはできない。乙のことは道徳に反する行為として表現する乙 とが許されないの
が一般である。ケースワーカーがクライエントの弱身につけとんで私情私慾を満足させる等は厳しく
戒められねばならない反面， 法律や道徳、の範囲を越えたクライエントの要求に応ずる ζ とはできな
b、。
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